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論文内容の要旨
結合腕傍核は，味覚，内臓感覚および体性感覚情報を中継い扇桃核や視床，視床下部などに伝達するのみならず，
心肺機能の調節などの自律神経機能とも密接な関係を有している O またこの核は，脊髄後角や三叉神経尾側亜核の
I 層のニューロンの投射を受けることから痛覚との関連が注目されている。近年，結合腕傍核の電気刺激は三文神経
感覚核および脊髄の侵害性および非侵害性ニューロンを抑制することが明らかにされた。しかし，結合腕傍核から三
叉神経感覚核および脊髄に終止する下行路の形成様式についての詳細は明らかではない。そこで本研究は，結合腕傍
核から三叉神経感覚核への直接投射の有無を明らかにすることを目的とした。さらに本研究の結果より，結合腕傍核
からの下行路の機能的意義について考察した。
【方法】
実験はウイスター系雄性ラットを用い，ペントパルビタール麻酔下で、行った。順行性トレーサーとして Phαseolus
uulg，αris leucoagg 1 u tinin (PHA -L) を，逆行性トレーサーとして Fluorogold (F G) または dextran-tertameth喝
ylrhodamine (Rho) を使用した。これらのトレーサーの脳，脊髄内への注入は， トレーサーをガラス毛細管に封入
し，油圧にて行った。まず PHA-L をラット 12匹の結合腕傍核に注入し，下位脳幹および脊髄における標識神経終
末を LSAB 法を用いて検出した。これらを顕微鏡下で観察し，描画装置を用い描画した。次に43匹のラットを用い，
FG または Rho を三叉神経主感覚核，吻側亜核，中位亜核，尾側亜核や頚髄，胸髄，腰髄の後角のうちの 1 か所に
微量注入した。さらに，異なった部位に投射する結合腕傍核ニューロンの分布を同一切片上で比較する目的で， ラッ
ト 6 匹に FG と Rho を同時に注入した。逆行性に標識された結合腕傍核ニューロンを蛍光顕微鏡下で観察し，標識
された細胞体の位置を描画した。なお，結合腕傍核を細胞構築学的に10亜核に分類した。
【結果】
本研究では，まず，結合腕傍核から三叉神経感覚核および脊髄後角への下行路の起始と終止を明らかにするため，
PHA-L の注入を行った。次に，下行路の起始細胞の結合腕傍核内での分布の様態を明らかにするため， FG および
Rho の注入を行った。
【下行路の起始と終止部位】
結合腕傍核から三叉神経感覚核および頚髄後角に終止する下行路の起始細胞は結合腕傍核の外側部に存在した。こ
の下行路は非交叉性と交叉性であり，交文性が優位であった。両下行路は主感覚核，吻側亜核，中位亜核の外側部お
よび腹側部に終止したが，尾側亜核や頚髄後角では主に E層(特にその内側部)に終止した。 PHA-L の注入では
頚髄より下位の脊髄への終止は追跡できなかった。
【下行路の起始細胞の分布様態】
三叉神経感覚核と脊髄後角へ終止するニューロンは，両側の結合腕傍核の主に Köliker -Fuse 核 (KF 核)と ex­
terna11atera1 subnucleus (e1 亜核)に認められたが，非交文性下行路の形成に関与する細胞の方が多数を占めた。
交叉性と非交文性下行路の起始細胞が占める比率は，下行路が終止する部位と密接な関係を有した。すなわち，より
尾側へ終止する下行路ほと、交文性が優位になる傾向を示した。また，下行路の形成は，その起始および終止と密接な
関係を有し，主感覚核と吻側亜核へ終止する非交文性下行路の起始細胞は e1 亜妓に最も多くみられ，他の下行路の
起始細胞は KF 核が最多であった。
また， FG と Rho を同一動物に注入した実験例より，三文神経感覚核および、脊髄後角へ両側性に終止する側副枝を
持つ下行路の形成に関与するニューロンが少数結合腕傍核に認められた。さらに，異なる部位(例えば吻側亜核と尾
側亜核)に同時に終止する側副枝を持つ非交文性ニューロンも少数結合腕傍核に認められた。
【結論および考察】
本研究によって，交文性および非交文性の結合腕傍核一三文神経路，結合腕傍核一脊髄路が存在することが形態学
的に明らかとなった。これら下行路の形成様式は，その起始および終止と密接な関係を有し，特に終止部位の吻尾的
違いにより決定されることも明らかとなった。
本研究で示された結合腕傍核からの投射が三叉神経感覚核の辺縁部および尾側亜核と頚髄の H 層に終わっていたこ
と，またこれまでに明らかにされている電気生理学的ならびに解剖学的事実(例えば，脊髄後角や尾側亜核の I 層の
ニューロンが e1 亜核に投射すること，また，結合腕傍核から三文神経感覚核への投射ニューロンには， エンケファ
リンを含むものが多数存在すること)から，本研究で明らかとなった結合腕傍核からの下行路は，感覚情報の抑制に
関与するものと考えられる o
論文審査の結果の要旨
本研究は，結合腕傍核から三文神経感覚核への投射様態を，順行性および逆行性トレーサーを用いて形態学的に解
明し，さらに脊髄への投射と比較し検討したものである o
その結果，交文性および非交文性の結合腕傍核，三文神経路，結合腕傍核，脊髄路が存在することが明らかとなっ
た。またこれら下行路の形成様式は，その起始細胞の結合腕傍核内で、の位置と終始部位の吻尾的違いによって決定さ
れることも明らかとなった。
以上により，本研究は，三文神経感覚核における感覚情報処理に対する下行性修飾の機構を解明する上で， きわめ
て重要かっ新しい事実を提供するものであり，博士(歯学)の学位を得るに値するものと認める。
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